
資料１ 

2023 年 1 月 16 日 
 

支部総会の開催方法に関する「支部規程施行内規」の改訂について（提案） 

 
 
 
１．提案の内容 

支部総会をメール等による文書審議として審議を経ずに開催できるよう、「支部規程施行
内規」第 13 条に以下の記述を加えたい。「支部規程施行内規」の改訂案は資料２を参照。 
（追加文案）第 13 条 ２ 
「支部総会は，文書審議総会をもって代えることができる．文書審議総会には電子メール等
による審議を含む．」 
 
 
２．提案の理由 

(1) 2020～2022 年度の 3 年間、新型コロナウイルス感染症の影響により、支部総会を電子
メールによる文書審議として開催した経緯、実績がある。 

(2) ただし、支部総会を電子メールによる文書審議とすることについては、毎年、支部総会
の審議事項として承認を受けていた。毎回審議することは手間であり、過去 3 年間の実
績を踏まえ、「支部規程施行内規」を改訂して、毎回の審議を経ずに文書審議による支部
総会を開催できるようにしたい。 

(3) 上記１の追加文案は、第 9 条２の支部理事会の文書審議に関する文言（令和 2 年 6 月
25 日改訂）を参考に作成した。 

(4) 上記１の追加文案で「電子メール等」としているのは、電子メール以外（例えば、Google
フォーム等）を活用した文書審議の可能性も含めている。なお、「等」は、第 9 条２の支
部理事会の文書審議に関する文言にも加えたい。 

 
 
３．改訂までの流れ（予定） 

・2022 年 12 月 8 日： 2022 年度第４回北海道支部理事会で承認。 
・2023 年 1 月 16 日～30 日： 北海道支部臨時総会にて審議。承認後、本部理事会へ。 
・2023 年 3 月頃（予定）： 本部理事会で審議。承認後、同日付けで施行。 

支部 ML にて会員へ報告し、支部ホームページに掲載する。 
 

以上 
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公益社団法人日本雪氷学会北海道支部 支部規程施行内規 
 

（名称） 
第1条 本支部は，公益社団法人日本雪氷学会（以下，「本学会」と記す）北海道支部（以下，「本支部」と

記す）と称する． 

 
（事業） 
第2条 本支部は，本学会定款第３条に定めた本学会の目的達成に必要な次の事項を行う． 

（１）雪氷及び寒冷に関する調査・研究． 
（２）雪氷及び寒冷に関する研究会，講演会，展示会などの開催． 
（３）支部会誌その他資料の刊行． 
（４）本部理事会が委嘱又は承認した事項． 
（５）その他本学会の目的達成に必要な事項． 

 
（会員） 
第3条 本支部の会員は，北海道に在住する本学会の会員とする．また，他支部に所属する会員であっても，

本支部に所属することを希望する場合は，重複所属することを妨げない． 

 
（役員） 
第4条 本支部に次の役員をおく． 

  支部長     1名 

  副支部長    若干名 

  支部理事    若干名 

  支部監事    2名 
 
（支部長の選出） 

第5条 支部長は，本学会定款施行細則第28条により本学会定款第20条に定める本部理事の中から本部理

事会において選出される． 
 
（役員の選出） 
第6条 支部理事および支部監事は支部総会において，支部会員の中から選出する． 
  ２ 副支部長は，支部理事会の議決を経て支部理事から選出し，支部長がこれを委嘱する． 
 
（役員の職務） 

第7条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する． 

第8条 副支部長は支部長に事故ある場合，その職務を代行する． 

第9条 支部理事会は，支部長，副支部長，支部理事で構成され，支部会務執行に必要な協議，支部事業の

企画，会計ならびにその他の会務，および支部長候補たる本部理事の推薦を行う． 
  ２ 支部理事会は，文書審議理事会をもって代えることができる．文書審議理事会には電子メール等に

よる審議を含む． 
  ３ 支部理事会は支部長が招集し，議長は支部長とする． 

  ４ 支部理事会は，支部理事の3分の2以上の出席がなければ開会することができない．但し，他の

出席理事に表決を委任した者及び書面にて議決に参加した者，双方向通信により遠隔から参加する

者は出席者とみなす． 
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  ５ 支部理事会の決議は，決議について特別の利害関係を有する支部理事を除く支部理事の過半数が

出席し，その過半数をもって行う. 

  ６ 議事録は本内規第14条に定めるところによる． 
第10条 支部監事は支部の事業ならびに会計を監査する． 
 
（役員の任期） 

第11条 支部長は本学会定款第24条に基づくが，候補者の推薦にあたって任期を2年，再任は1回に限り

可能とする．支部長を除く役員の任期は2年とし，再任は1年単位で2年までとする．その他は本学

会定款第24条の定めるところによる． 
 
（顧問，評議員） 
第12条 本支部に顧問および評議員を置くことができる． 
  ２ 顧問および評議員は支部理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱する．顧問および評議員は本支部

の発展に寄与するものとする． 
  ３ 評議員および顧問の任期は2年以内とし，支部理事会が決定する．再任を妨げない． 
 
（支部総会） 

第13条 本支部は毎年1回定時支部総会を開くほか必要に応じ臨時支部総会を開く． 
  ２ 支部総会は，文書審議総会をもって代えることができる．文書審議総会には電子メール等による審

議を含む． 
  ２３ 議長は出席者の互選とする．文書審議総会の場合，支部長を議長に代わるものとする． 
  ３４ 支部総会においては下記事項の承認を受けなればならない． 

   （１）会務ならびに会計の報告 

   （２）新年度の事業計画 

   （３）役員の決定 

   （４）施行内規の変更 

   （５）その他重要な事項 
  ４５ 議事録は本内規第14条に定めるところによる． 
 
（議事録） 
第 14 条 支部理事会及び支部総会の議事録は議長が作成し，速やかに支部ホームページに掲示し，支部会

員の閲覧に供さなくてはならない．  
 
附 則 
本内規は平成25年5月17日より施行する． 
本内規の一部を改訂し，平成 29年5月13日から施行する.（資産及び会計に関する第 15条を削除） 

本内規の一部を改訂し，令和 2年 6月 25 日より施行する. 

本内規の一部を改訂し，令和 5年３月XX 日より施行する. 


